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【 手 続 補 正 １ 】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 少 な く と も 二 つ の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 を 接 合 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 延 性 の 酸 化 物 の 表 面 を 有 し て い て 、 銅 、 銅 合 金 、 真 鍮 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 炭 素 鋼
、 チ タ ン お よ び 亜 鉛 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 第 １ の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し ；
　 ｂ ） 前 記 第 １ の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 の 少 な く と も 一 つ の 表 面 に 金 属 の 遮 断 層 を 電 気 メ ッ
キ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０ １ ～ ０ .０ ０ ０ ８ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２ ０ ３
ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 し ；
　 ｃ ） 前 記 遮 断 層 に 純 ア ル ミ ニ ウ ム の 層 を 電 気 メ ッ キ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０
１ ～ ０ .０ ０ １ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２ ５ ４ ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 し ；
　 ｄ ） ス テ ン レ ス 鋼 お よ び Ｅ Ｃ 級 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ
の 第 二 の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し ；
　 ｅ ） 前 記 板 ま た は 薄 板 を 熱 間 加 工 温 度 に 加 熱 し ；
　 ｆ ） 前 記 加 熱 し た 板 ま た は 薄 板 を 圧 延 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 第 １ の 板 ま た は 薄 板 に 付 着
さ せ た ア ル ミ ニ ウ ム の 表 面 と 前 記 第 二 の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 と の 間 に 接 合 を も た ら し ； そ
し て
　 ｇ ） 接 合 さ せ た 板 ま た は 薄 板 を 加 熱 し て 接 合 を 強 化 さ せ る 、
以 上 の 工 程 を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 加 熱 工 程 ｅ ） と 前 記 圧 延 工 程 ｆ ） の 各 々 が 非 保 護 的 雰 囲 気 中 で 約
４ ０ ０ ｏ Ｆ ～ 約 ９ ０ ０ ｏ Ｆ （ 約 ２ ０ ４ ℃ ～ 約 ４ ８ ２ ℃ ） の 温 度 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 圧 延 工 程 ｆ ） は 、 厚 み を ５ ％ 減 少 さ せ る 最 初 の ロ ー ル 通 過 と 更 な
る 二 回 の ロ ー ル 通 過 を 含 み 、 そ れ に よ っ て 合 計 の 厚 み の 減 少 率 を １ ０ ％ と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 接 合 さ せ た 板 ま た は 薄 板 を 加 熱 す る 工 程 ｇ ） は 約 ５ ５ ０ ｏ Ｆ （ 約 ２ ８



８ ℃ ） で 行 わ れ て 、 そ れ に よ っ て 拡 散 が 生 じ て 、 接 合 の 更 な る 強 化 を も た ら す 、 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 純 ア ル ミ ニ ウ ム 層 が 電 気 メ ッ キ に よ り 約 ０ .０ ０ ０ ５ ～ ０ .０ ０ １
イ ン チ （ 約 ０ .０ １ ２ ７ ～ ０ .０ ２ ５ ４ ｍ ｍ ） の 厚 み で 付 着 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 純 ア ル ミ ニ ウ ム 層 が Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ り 約 ０ .０ ０ ０ １ ～ ０ .０ ０ ０ ３
イ ン チ （ 約 ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ０ ７ ６ ｍ ｍ ） の 厚 み で 付 着 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 金 属 の 遮 断 層 は ク ロ ム で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 遮 断 層 の 金 属 と 前 記 純 ア ル ミ ニ ウ ム の 層 は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 付 着
さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 銅 と ス テ ン レ ス 鋼 か ら な る 少 な く と も 二 つ の 金 属 の 板 ま た は 薄 板 を 接
合 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 延 性 の 酸 化 物 の 表 面 を 有 し て い て 、 銅 ま た は 銅 合 金 か ら な る 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し
；
　 ｂ ） 前 記 銅 ま た は 銅 合 金 の 板 ま た は 薄 板 の 少 な く と も 一 つ の 表 面 に 金 属 の 遮 断 層 を 電 気
メ ッ キ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０ １ ～ ０ .０ ０ ０ ８ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２
０ ３ ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 し ；
　 ｃ ） 前 記 遮 断 層 に 純 ア ル ミ ニ ウ ム の 層 を 電 気 メ ッ キ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０
１ ～ ０ .０ ０ １ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２ ５ ４ ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 し ；
　 ｄ ） ス テ ン レ ス 鋼 か ら な る 少 な く と も 一 つ の 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し ；
　 ｅ ） 前 記 板 ま た は 薄 板 を 熱 間 加 工 温 度 に 加 熱 し ；
　 ｆ ） 前 記 加 熱 し た 板 ま た は 薄 板 を 圧 延 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 銅 ま た は 銅 合 金 の 板 ま た は
薄 板 に 付 着 さ せ た ア ル ミ ニ ウ ム の 表 面 と 前 記 ス テ ン レ ス 鋼 の 板 ま た は 薄 板 と の 間 に 接 合 を
も た ら し ； そ し て
　 ｇ ） 接 合 さ せ た 板 ま た は 薄 板 を 加 熱 し て 接 合 を 強 化 さ せ る 、
以 上 の 工 程 を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 加 熱 工 程 ｅ ） と 前 記 圧 延 工 程 ｆ ） の 各 々 が 非 保 護 的 雰 囲 気 中 で
約 ４ ０ ０ ｏ Ｆ ～ 約 ９ ０ ０ ｏ Ｆ （ 約 ２ ０ ４ ℃ ～ 約 ４ ８ ２ ℃ ） の 温 度 で 行 わ れ る 、 請 求 項 ９ に
記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 銅 と Ｅ Ｃ 級 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 少 な く と も 二 つ の 金 属 の 板 ま た は
薄 板 を 接 合 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 銅 か ら な る 金 属 の 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し ；
　 ｂ ） 前 記 銅 の 板 ま た は 薄 板 の 少 な く と も 一 つ の 表 面 に 金 属 の 遮 断 層 を 電 気 メ ッ キ ま た は
Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０ １ ～ ０ .０ ０ ０ ８ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２ ０ ３ ｍ ｍ ） の
厚 さ で 付 着 し ；
　 ｃ ） 前 記 遮 断 層 に 純 ア ル ミ ニ ウ ム の 層 を 電 気 メ ッ キ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０
１ ～ ０ .０ ０ １ イ ン チ （ ０ .０ ０ ２ ５ ～ ０ .０ ２ ５ ４ ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 し ；
　 ｄ ） Ｅ Ｃ 級 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 少 な く と も 一 つ の 板 ま た は 薄 板 を 用 意 し ；
　 ｅ ） 前 記 板 ま た は 薄 板 を 熱 間 加 工 温 度 に 加 熱 し ；
　 ｆ ） 前 記 加 熱 し た 板 ま た は 薄 板 を 圧 延 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 銅 の 板 ま た は 薄 板 に 付 着 さ
せ た ア ル ミ ニ ウ ム の 表 面 と 前 記 Ｅ Ｃ 級 ア ル ミ ニ ウ ム の 板 ま た は 薄 板 と の 間 に 接 合 を も た ら
し ； そ し て
　 ｇ ） 接 合 さ せ た 板 ま た は 薄 板 を 加 熱 し て 接 合 を 強 化 さ せ る 、
以 上 の 工 程 を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 加 熱 工 程 ｅ ） と 前 記 圧 延 工 程 ｆ ） の 各 々 が 非 保 護 的 雰 囲 気 中 で
約 ４ ０ ０ ｏ Ｆ ～ 約 ９ ０ ０ ｏ Ｆ （ 約 ２ ０ ４ ℃ ～ 約 ４ ８ ２ ℃ ） の 温 度 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 工 程 ｂ ） の 遮 断 層 は 、 湿 式 メ ッ キ 法 に よ っ て ０ .０ ０ ０ ４ ～ ０ .０ ０
０ ８ イ ン チ （ ０ .０ １ ０ ２ ～ ０ .０ ２ ０ ３ ｍ ｍ ） の 厚 さ で 付 着 さ れ た ク ロ ム で あ る 、 請 求 項
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１ １ に 記 載 の 方 法 。
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